
（目標値の考え）
延べ宿泊者数を増やすことにより観光消費額の増加を図るため、外国⼈延べ宿泊者数を毎年増加させ、
目標値を300万⼈とし、⽇本⼈延べ宿泊者数は⾼⽔準の維持を目標値とした。

インバウンド需要を取り込み
観光消費額を増加
《観光消費額》

県内で旅⾏者が⽀出した宿泊費、
交通費、飲食費等の総計
（来訪者数×消費単価）

年 基準値
(2016)

最新値
（2021）

目標値
(2022)

実績値 7,320億円 5,154億円 8,100億円

観光消費額 5,154億円

ﾄﾚﾝﾄﾞ2021年

日本人

5,154億円

外国人

0億円

消費額
（億円）

3-2 世界を魅了するしあわせ観光地域づくり
・観光の担い手としての経営体づくり
・観光地域としての基盤づくり

2-1 革新⼒に富んだ産業の創出・育成
・起業・スタートアップへの⽀援

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進
・森林の持続的な管理と多⾯的な利活用

2-6 郷学郷就の産業人材育成確保
・就業促進と働き⽅改革の推進

3-1 信州と関わりを持つ｢つながり人口｣の拡大
・移住・交流の新展開

3-3 心豊かな暮らしを実現する文化芸術の振興
・⽂化芸術に親しむ基盤づくり
・地域に根付く⽂化芸術の継承・活用

3-7 先端技術の積極的な活⽤・導⼊
3-9 本州中央部広域交流圏の形成
・信州まつもと空港の発展・国際化の実現

4-5 地球環境への貢献
・生物多様性の保全

6-2 信州のブランド⼒向上と発信

来訪者数
（万人）

消費単価
（円）

3-2 世界を魅了するしあわせ観光地域づくり
・世界から観光客を呼び込むインバウンド戦略

2-3 海外との未来志向の連携
・海外活⼒の取り込み強化
・国際連携の強化

3-9 本州中央部広域交流圏の形成
・信州まつもと空港の発展・国際化の実現

県内・ﾋﾞｼﾞﾈｽ・宿泊 194 77 25,270

県内・ﾋﾞｼﾞﾈｽ・日帰り 1 2 5,170

県外・ﾋﾞｼﾞﾈｽ・日帰り
29 35 8,254

県内・観光・日帰り 1,040 1,063 9,786

県外・観光・宿泊 1,947 489 39,790

県外・観光・日帰り 933 788 11,841

県外・ﾋﾞｼﾞﾈｽ・宿泊 505 209 24,131

県内・観光・宿泊 504 149 33,909

（水際対策により外国人観光客の
入国ができなかったため、結果なし）

出典：長野県観光入込客統計
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（重点政策・主な施策）

（ ）は対前年増減数。矢印は、前年と比較した増減傾向
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● 観光消費額の推移（年別・属性別）

【観光消費額】
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出典：長野県観光入込客統計

※：外国人旅行者分

・2021年の観光消費額は⻑引く新型コロナウイルス感染症の影響を受け、対前年△1,933億円と2年連
続で⼤きく減少しました。(2020年⽐で約27%の減、2019年⽐で約40%の減)

・同じくコロナ禍であった前年との⽐較では、来訪者数に⼤きな差異がない⼀⽅で、消費単価が減少し
ており、このことが観光消費額の減少につながったと考えられます。

・また、外国⼈旅⾏者の観光消費額は、政府の⽔際対策の強化により観光目的での⼊国ができなかった
ため、ゼロとなっています。

● 来訪者数の推移（日本人）
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● 消費単価の推移（日本人）

【宿泊・観光】 【日帰り・観光】
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【概括的な評価】
＜総合評価＞
・⻑野県の延べ宿泊者数は前年⽐△3.6％(全国△4.2％)と微減である⼀⽅で、観光消費額(全体)は前

年⽐約△27％、2019年⽐約△40％と⼤きく落ち込んでいます。観光消費額の構成要素である消費
単価(宿泊・観光)については、県内観光客は前年に⽐べ増加していますが、県外観光客は⼤きく減
少している状況です。

・2021年は、県⺠割等の⽀援により県内旅⾏需要を確保した⼀⽅で国のGoToトラベルのような全国
単位の需要喚起策が実施されず、宿泊を伴う遠⽅からの旅⾏需要を取り込めなかったことにより消
費単価が伸び悩み、観光消費額全体の減少につながったものと考えます。

・また、⻑期滞在が⾒込まれる外国⼈旅⾏者が⽔際対策により⼊国できなかったことも、観光消費額
の減少に⼤きく影響していると考えます。

＜今後の方向性＞
・国内については、新型コロナウイルス感染症の変異などにより新規感染者数が増加する⼀⽅で、ワ

クチン接種の推進等により重症化する⽅の割合は減少しており、旅⾏需要の⾼まりが⾒込まれます。
・国外については、訪⽇外国⼈旅⾏者の意向調査(政策投資銀⾏・⽇本交通公社)におけるコロナ後の

旅⾏先としてアジア・欧⽶とも⽇本が1位であること、世界経済フォーラムによる旅⾏・観光競争
⼒ランキングで⽇本が初の⾸位となったことなど、⽇本への注目が⾼まっています。

・また、2022年６月10⽇から⽔際対策が緩和となり(１⽇２万⼈を上限に)観光目的での⼊国が可能
となっており、今後のインバウンド需要の復活が期待されるところです。

・こうした国内外の旅⾏需要の回復が⾒込まれる状況を踏まえ、2020年9月に策定した「Afterコロ
ナ時代を⾒据えた観光振興⽅針」に沿って、「⻑期滞在型観光の推進」や「信州リピーターの獲
得」のための戦略的な取組を推進する必要があります。

● 延べ宿泊者数（日本人・外国人）

（万人泊）

平均宿泊数は増加

［2016］1.48泊 ⇒ ［2021］2.04泊

平均宿泊数は微減

［2016］1.29泊 ⇒ ［2021］1.27泊

【延べ宿泊者数】

日本人 外国人

● 平均宿泊数（日本人・外国人）

日本人

外国人

全国順位 7位 8位 8位 9位 9位 10位 全国順位 12位 13位 12位 13位 10位 12位

出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）

（年）

出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）
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● 都道府県別延べ宿泊者数（上位10県）

（年）

（万人泊）

順位

（増減率）

1 東京都 3,776 3,824 101.3 18

2 北海道 2,144 1,906 88.9 38

3 大阪府 1,972 1,786 90.6 35

4 神奈川県 1,513 1,481 97.9 28

5 静岡県 1,437 1,426 99.2 22

6 千葉県 1,413 1,408 99.6 20

7 京都府 1,390 1,192 85.8 42

8 沖縄県 1,379 1,147 83.2 47

9 愛知県 1,107 1,134 102.5 14

10 長野県 1,124 1,084 96.4 30

全国 33,165 31 ,777 95 .8

2021年

延べ宿泊者数
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延べ宿泊者数
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対前年比

（％）

出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）
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